
 

 

 

関東森林管理局公告 

 

 国有林野の管理経営に関する法律（昭和 26年法律第 246号）第８条の６第１項の規定に

基づき下記の樹木採取区の指定に当たり、次のとおり案を縦覧に供します。 

なお、樹木採取区の案について、縦覧期間中関東森林管理局長に意見を提出することが

できます。 

 

 令和３年７月２７日  

関東森林管理局長  

 

１ 縦覧に供する樹木採取区の案 

（１）樹木採取区の名称   

関東１茨城徳田樹木採取区 

（２）樹木採取区の所在地 

別紙１及び別紙２のとおり。 

（３）樹木採取区の面積 

樹木採取区の面積 ２６１.１５ha 

採取可能面積     １５３.２３ha 

備考：面積は、森林調査簿（令和３年３月３１日時点）の小班面積及び国有林 GIS

の計測（令和３年３月３０日時点）による。 

（４）区域図及び区域位置図 

別紙２のとおり。 

 

２ 縦覧場所 

（１）関東森林管理局及び茨城森林管理署の庁舎において縦覧に供します。 

（ただし土、日、祝日等の行政機関の休日は終日縦覧できません） 

関東森林管理局（群馬県前橋市岩神町 4-16-25） 

開庁時間：午前 8時 30分から 17時 15分まで 

（昼休み 12時 00分から 13時 00分まで） 

茨城森林管理署（茨城県水戸市笠原町 978-7） 

開庁時間：午前 8時 15分から 17時 00分まで 

（昼休み 12時 00分から 13時 00分まで） 

（２）関東森林管理局ホームページで公表します。 

（URL：http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/ ） 

 



３ 縦覧期間 

   令和３年７月２８日（水曜日）から令和３年８月２６日（木曜日）まで 

 

４ 意見書の提出 

樹木採取区の案に意見がある者は、次に定めるところにより、関東森林管理局長に対

し、理由を付して、意見書を提出することができます。 

（１）提出先 

  〒371-8508 

  群馬県前橋市岩神町 4-16-25 

  関東森林管理局長（関東森林管理局総務企画部企画調整課扱い）あて 

  FAX：027-210-1154 

  E-mail：kanto_jumoku@maff.go.jp 

（２）提出期限 

    令和３年８月２６日（木曜日）17時まで必着 

（３）意見書の記載事項 

  ア 意見提出者の氏名、住所、電話番号（法人その他の団体は、その名称、代表者 

氏名、主たる事務所の所在地、電話番号） 

  イ 意見の具体的内容及びその理由 

    なお、意見は日本語でお願いします。 

（４）意見書の提出方法 

  郵送又は FAX及びメールによる提出 

（５）意見の取扱い 

   いただいた意見は、樹木採取権者公募時の参考とさせていただきます。 

   また、意見提出期限後、意見の要旨及び処理結果を公表いたします。 

   なお、意見をいただいた方の氏名等は公表いたしません。 

（６）その他 

   お問い合わせは、関東森林管理局企画調整課 企画官（長期安定供給担当） 

   （電話：027-210-1150企画調整課直通） 

 

５ 参考情報 

（１）本樹木採取区に設定することが見込まれる樹木採取権の存続期間の案 

１０年程度 

（２）森林資源の状況（令和３年３月３１日現在） 

別紙３のとおり。 

（３）林道等の状況（令和３年１月２９日現在） 

別紙４のとおり。 

 

 



 

 

別紙１  

 

 

関東１茨城徳田樹木採取区の所在地 

 

 関東１茨城徳田樹木採取区の所在地は、以下の樹木採取区区域一覧表に示すとおりとす

る。 

 

樹木採取区区域一覧表 

都道府県名、市町村

名、国有林野名等 
区域番号 所在地 

備考 

林班 小班 その他 

茨城県常陸太田市徳

田町字熊穴国有林 

 

 

区域１ 
区域位置

図及び区

域図のと

おり 

2002 
い 1 

（一部） 

区域位置図及び

区域図のとおり 

区域１ 2002 
い 3 

（一部） 
〃 

区域１ 2002 
い 4 

（一部） 
〃 

区域１ 2002 
い 7 

（一部） 
〃 

区域１ 2002 
い 8 

（一部） 
〃 

区域１ 2002 に  

区域１ 2002 ほ  

区域２ 2002 と  

区域１  2002 り  

区域１  2002 ぬ  

区域１ 
 

2002 
る 

（一部） 

区域位置図及び

区域図のとおり 

区域３ 2002 わ  

区域１ 2003 
ろ 

（一部） 

区域位置図及び

区域図のとおり 

茨城県常陸太田市里

川町字茂塚国有林 
区域１ 

 
2003 へ 1 

 

区域１  2003 へ 3  

茨城県常陸太田市徳

田町字熊穴国有林 
区域１ 

 
2003 と 

 

区域１  2003 か 1  



 

 

茨城県常陸太田市里

川町字茂塚国有林 
区域１ 

 
2003 

よ 1 

（一部） 

区域位置図及び

区域図のとおり 

茨城県常陸太田市里

川町字三古室国有林 

 

 

 

区域４ 
 

2004 
ろ 

（一部） 
〃 

区域４ 2004 
は 

（一部） 
〃 

区域５ 2004 
へ 

（一部） 
〃 

 区域６ 2004 
と 2 

（一部） 
〃 

 区域７ 
 

2004 
り 1 

（一部） 
〃 

 区域７ 
 

2004 
り 2 

（一部） 
〃 

 区域７  2004 ぬ  

 

区域７ 
 

2004 
る 

（一部） 

区域位置図及び

区域図のとおり 

区域７ 2004 
た 

（一部） 
〃 

茨城県常陸太田市小

妻町字上田代国有林 

 

区域８ 2025 
へ 

（一部） 
〃 

区域８ 2025 
と 

（一部） 
〃 

 区域８ 2025 ぬ  

 
区域８ 2025 る  

区域９ 2026 い  

茨城県常陸太田市小

妻町字笠石入国有林 
区域 10 2026 

へ 1 

（一部） 

区域位置図及び

区域図のとおり 

 区域 10 2026 と  

 区域 10 2026 
ち 

（一部） 

区域位置図及び

区域図のとおり 

 区域 10 2026 
る 1 

（一部） 
〃 

 

備考：林班名、小班名は令和３年３月３１日時点のものであり、所在を特定しない。 

  



 

 

別紙２  

 

 

関東１茨城徳田樹木採取区 図面一覧表 

 

図面番号 区分 対象とする区域番号 備考 

図面① 区域位置図 区域１、区域２、区域３  

図面② 区域位置図 区域４、区域５、区域６，区域７  

図面③ 区域位置図 区域８、区域９、区域１０  

図面１ 区域図 区域１ 

白ペンキ二重線に

より一部現地表示

を行っている。 

図面２ 区域図 区域１ 〃 

図面３ 区域図 区域１、区域２ 〃 

図面４ 区域図 区域１、区域３ 〃 

図面５ 区域図 区域１ 〃 

図面６ 区域図 区域１ 〃 

図面７ 区域図 区域１ 〃 

図面８ 区域図 区域４ 〃 

図面９ 区域図 区域４ 〃 

図面１０ 区域図 区域５、区域６ 〃 

図面１１ 区域図 区域７ 〃 

図面１２ 区域図 区域７ 〃 

図面１３ 区域図 区域８ 〃 

図面１４ 区域図 区域８ 〃 

図面１５ 区域図 区域９  

図面１６ 区域図 区域１０  

図面１７ 区域図 区域１０  

備考：区域界の表示方法については、樹木採取権制度ガイドラインについて（令和２年４月１日

付け元林国第１７７号林野庁長官通知）で示された考え方に基づく。 

 

 

  



図面番号　図面①

関東１　茨城徳田樹木採取区区域位置図

茨城県常陸太田市徳田町字熊穴国有林２００２い1林小班ほか 

区域１

熊穴国有林

2002い1林小班

区域１

熊穴国有林

2002い3林小班

区域１

熊穴国有林

2002い4林小班

区域１

熊穴国有林

2002い7林小班

区域１

熊穴国有林

2002に林小班

区域１

熊穴国有林

2002ほ林小班

区域１

熊穴国有林

2002り林小班

区域１

熊穴国有林

2002る林小班

区域１

熊穴国有林

2003ろ林小班

区域１

茂塚国有林

2003へ3林小班

区域１

熊穴国有林

2003と林小班

区域１

熊穴国有林

2003か1林小班

区域１

茂塚国有林

2003よ1林小班

区域２

熊穴国有林

2002と林小班

縮尺：1/20,000

林班界

小班界

（注）林道敷及び作業道敷については

　　　全て樹木採取区区域外

境界

国有林林道

その他道路

水涯線

等高線

作業道

区域界

区画界

行政区界

・・・

・・

・・・

・・

区域１

熊穴国有林

2002ぬ林小班

区域１

熊穴国有林

2002い8林小班

区域３

熊穴国有林

2002わ林小班

区域１

茂塚国有林

2003へ1林小班



図面番号　図面②

関東１　茨城徳田樹木採取区区域位置図

茨城県常陸太田市里川町字三古室２００４ろ林小班ほか

区域４

三古室国有林

2004ろ林小班

区域４

三古室国有林

2004は林小班

区域５

三古室国有林

2004へ林小班

区域６

三古室国有林

2004と2林小班

区域７

三古室国有林

2004り1林小班

区域７

三古室国有林

2004り2林小班

区域７

三古室国有林

2004ぬ林小班

区域７

三古室国有林

2004る林小班 区域７

三古室国有林

2004た林小班

縮尺：1/20,000

区域界

区画界

林班界

作業道

小班界

行政区界

境界

国有林林道

その他道路

水涯線

等高線

  ※　2004る、2004り2、2004た

　　は県立自然公園普通地域内である。

（注）林道敷及び作業道敷については

　　　全て樹木採取区区域外

・・・

・・



図面番号　図面③

関東１　茨城徳田樹木採取区区域位置図

茨城県常陸太田市小妻町字上田代国有林２０２５へ林小班ほか

区域９

上田代国有林

2026い林小班

区域１０

笠石入国有林

2026へ1林小班

区域１０

笠石入国有林

2026と林小班

区域１０

笠石入国有林

2026ち林小班

区域１０

笠石入国有林

2026る1林小班

区域８

上田代国有林

2025へ林小班

区域８

上田代国有林

2025と林小班

区域８

上田代国有林

2025ぬ林小班

区域８

上田代国有林

2025る林小班

縮尺：1/20,000

区域界

区画界

行政区界

林班界

小班界

  ※ 全区域県立自然公園普通地域内で
　　ある。

（注）林道敷及び作業道敷については
　　　全て樹木採取区区域外

境界

国有林林道

その他道路

水涯線

等高線

作業道

・・・

・・



関東１　茨城徳田　樹木採取区区域図

茨城県常陸太田市徳田町字熊穴国有林2002い1林小班

図面番号 図面１

区域１

熊穴国有林

2002い1林小班

表示方法Ａ

関東１　茨城徳田　樹木採取区区域図

茨城県常陸太田市徳田町字熊穴国有林2002い1林小班



関東１　茨城徳田　樹木採取区区域図

茨城県常陸太田市徳田町字熊穴国有林2002い3林小班ほか

図面番号 図面２

区域１

熊穴国有林

2002に林小班

表示方法Ｃ

区域１

熊穴国有林

2002い7林小班

表示方法Ｂ

区域１

熊穴国有林

2002い4林小班

表示方法Ｂ

区域１

熊穴国有林

2002い3林小班

表示方法Ａ

関東１　茨城徳田　樹木採取区区域図

茨城県常陸太田市徳田町字熊穴国有林2002い3林小班ほか



関東１　茨城徳田　樹木採取区区域図

茨城県常陸太田市徳田町字熊穴国有林2002ほ林小班ほか

図面番号 図面３

区域１

熊穴国有林

2002り林小班

表示方法Ｃ
区域２

熊穴国有林

2002と林小班

表示方法Ｃ

区域１

熊穴国有林

2002ぬ林小班

表示方法C

区域１

熊穴国有林

2002ほ林小班

表示方法Ｃ

関東１　茨城徳田　樹木採取区区域図

茨城県常陸太田市徳田町字熊穴国有林2002ほ林小班ほか



関東１　茨城徳田　樹木採取区区域図

茨城県常陸太田市徳田町字熊穴国有林2002い8林小班ほか

図面番号 図面４

区域１

熊穴国有林

2002る林小班

表示方法Ｂ

区域３

熊穴国有林

2002わ林小班

表示方法Ｃ

関東１　茨城徳田　樹木採取区区域図

茨城県常陸太田市徳田町字熊穴国有林2002る林小班ほか



関東１　茨城徳田　樹木採取区区域図

茨城県常陸太田市徳田町字熊穴国有林2002い8林小班

図面番号 図面５

区域１

熊穴国有林

2002い8林小班

表示方法Ａ

茨城県常陸太田市徳田町字熊穴国有林2002い8林小班

関東１　茨城徳田　樹木採取区区域図



関東１　茨城徳田　樹木採取区区域図

茨城県常陸太田市徳田町字熊穴国有林2003ろ林小班

図面番号 図面６

区域１

熊穴国有林

2003ろ林小班

表示方法Ａ

関東１　茨城徳田　樹木採取区区域図

茨城県常陸太田市徳田町字熊穴国有林2003ろ林小班



関東１　茨城徳田　樹木採取区区域図

茨城県常陸太田市里川町字茂塚国有林2003へ1林小班ほか

図面番号 図面７

区域１

茂塚国有林

2003よ1林小班

表示方法Ａ

区域１

茂塚国有林

2003へ1林小班

表示方法Ｃ

区域１

熊穴国有林

2003か1林小班

表示方法Ｃ

区域１

茂塚国有林

2003へ3林小班

表示方法Ｃ

区域１

熊穴国有林

2003と林小班

表示方法Ｃ

関東１　茨城徳田　樹木採取区区域図

茨城県常陸太田市里川町字茂塚国有林2003へ1林小班ほか



関東１　茨城徳田　樹木採取区区域図

茨城県常陸太田市里川町字三古室国有林2004ろ林小班

図面番号 図面８

区域４

三古室国有林

2004ろ林小班

表示方法Ａ

関東１　茨城徳田　樹木採取区区域図

茨城県常陸太田市里川町字三古室国有林2004ろ林小班



関東１　茨城徳田　樹木採取区区域図

茨城県常陸太田市里川町字三古室国有林2004は林小班

図面番号 図面９

区域４

三古室国有林

2004は林小班

表示方法Ｂ

関東１　茨城徳田　樹木採取区区域図

茨城県常陸太田市里川町字三古室国有林2004は林小班



関東１　茨城徳田　樹木採取区区域図

茨城県常陸太田市里川町字三古室国有林2004へ、と2林小班

図面番号 図面１０

区域５

三古室国有林

2004へ林小班

表示方法Ａ

区域６

三古室国有林

2004と2林小班

表示方法Ａ

関東１　茨城徳田　樹木採取区区域図

茨城県常陸太田市里川町字三古室国有林2004へ林小班ほか



関東１　茨城徳田　樹木採取区区域図

茨城県常陸太田市里川町字三古室国有林2004り1林小班ほか

図面番号 図面１１

区域７

三古室国有林

2004ぬ林小班

表示方法Ｃ

区域７

三古室国有林

2004り1林小班

表示方法Ａ

関東１　茨城徳田　樹木採取区区域図

茨城県常陸太田市里川町字三古室国有林2004り1林小班ほか



関東１　茨城徳田　樹木採取区区域図

茨城県常陸太田市里川町字三古室国有林2004り2林小班ほか

図面番号 図面１２

区域７

三古室国有林

2004り2林小班

表示方法Ｂ

区域７

三古室国有林

2004る林小班

表示方法Ａ 区域７

三古室国有林

2004た林小班

表示方法Ａ

関東１　茨城徳田　樹木採取区区域図

茨城県常陸太田市里川町字三古室国有林2004り2林小班ほか



関東１　茨城徳田　樹木採取区区域図

茨城県常陸太田市小妻町字上田代国有林2025へ林小班ほか

図面番号 図面１３

区域８

上田代国有林

2025る林小班

表示方法Ｃ

区域８

上田代国有林

2025へ林小班

表示方法Ａ

区域８

上田代国有林

2025と林小班

表示方法Ｂ

区域８

上田代国有林

2025ぬ林小班

表示方法Ｃ

関東１　茨城徳田　樹木採取区区域図

茨城県常陸太田市小妻町字上田代国有林2025へ林小班ほか



関東１　茨城徳田　樹木採取区区域図

茨城県常陸太田市小妻町字上田代国有林2025へ林小班ほか

図面番号 図面１４

区域８

上田代国有林

2025と林小班

表示方法Ｂ

区域８

上田代国有林

2025へ林小班

表示方法Ａ

区域８

上田代国有林

2025と林小班

表示方法Ｂ

区域８

上田代国有林

2025ぬ林小班

表示方法Ｃ

関東１　茨城徳田　樹木採取区区域図

茨城県常陸太田市小妻町字上田代国有林2025へ林小班ほか



関東１　茨城徳田　樹木採取区区域図

茨城県常陸太田市小妻町字上田代国有林2026い林小班

図面番号 図面１５

区域９

上田代国有林

2026い林小班

表示方法Ｃ

茨城県常陸太田市小妻町字上田代国有林2026い林小班

関東１　茨城徳田　樹木採取区区域図



関東１　茨城徳田　樹木採取区区域図

茨城県常陸太田市小妻町字笠石入国有林2026へ1林小班ほか

図面番号 図面１６

区域１０

笠石入国有林

2026と林小班

表示方法Ｃ

区域１０

笠石入国有林

2026ち林小班

表示方法Ｂ

区域１０

笠石入国有林

2026へ1林小班

表示方法Ｂ

関東１　茨城徳田　樹木採取区区域図

茨城県常陸太田市小妻町字笠石入国有林2026へ1林小班ほか



関東１　茨城徳田　樹木採取区区域図

茨城県常陸太田市小妻町字笠石入国有林2026へ1林小班ほか

図面番号 図面１７

区域１０

笠石入国有林

2026る1林小班

表示方法Ｂ

関東１　茨城徳田　樹木採取区区域図

茨城県常陸太田市小妻町字笠石入国有林2026る１林小班



別紙３　関東１　茨城徳田　樹木採取区森林資源等状況一覧表
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回
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主
伐
が
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能
に
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積
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設
置

保
護
樹
帯
が
採
取

可
能
に
な
る
年
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摘
要

ha ㎥ ha ha ha ％ ％ ha ㎥
区域１ 2002 い1 水源 ス分散 水涵保 19.35 単 スギ 68 45 25 75.9 1.88 ス 13.01 1.42 100 皆伐 - 35 - H24 R4 R4 ― 469 ― ―

ヒノキ 31 49.4 ヒ 1.59 35
他L 1 0.7 35

区域１ 2002 い3 水源 ス分散 水涵保 13.17 単 スギ 65 45 25 44.4 0.79 ス 2.61 0.16 100 皆伐 - 35 - H24 R4 R4 ― 407 ― ―
ヒノキ 35 34.2 ヒ 0.14 35

区域１ 2002 い4 水源 ス分散 水涵保 5.24 単 スギ 99 45 25 39.8 0.21 ス 4.90 0.20 100 皆伐 - 35 - H24 R4 R4 ― 476 ― ―
他L 1 0.2 35

区域１ 2002 い7 水源 ヒ分散 水涵保 6.28 単 スギ 61 45 25 22.7 0.61 ス 4.69 0.46 100 皆伐 - 35 - H24 R4 R4 ― 474 ― ―
ヒノキ 38 20.2 ヒ 1.52 35
他L 1 0.2 35

区域１ 2002 い8 水源 ス分散 水涵保 17.85 単 スギ 68 45 25 61.3 0.22 ス 4.00 0.05 100 皆伐 - 35 - H27 R7 R7 ― 398 ― ―
ヒノキ 32 41.2 ヒ 9.43 35

区域１ 2002 に 水源 ヒ分散 水涵保 1.83 単 ヒノキ 100 55 30 14.3 0.00 ヒ 1.83 0.00 100 皆伐 - 35 - H27 R7 R7 ― 252 ― ―

区域１ 2002 ほ 水源 ヒ分散 水涵保 1.11 単 ヒノキ 100 55 30 13.8 0.00 ヒ 1.11 0.00 100 皆伐 - 35 - H27 R11 R7 ― 335 ― ―

区域２ 2002 と 水源 ヒ分散 水涵保 1.97 単 ヒノキ 100 55 30 15.5 0.00 ヒ 1.97 0.00 100 皆伐 - 35 - H27 R7 R7 ― 253 ― ―

区域１ 2002 り 水源 ヒ分散 水涵保 3.89 単 ヒノキ 100 55 30 30.3 0.03 ヒ 3.89 0.03 100 皆伐 - 35 - H27 R7 R7 ― 253 ― ―

区域１ 2002 ぬ 水源 ヒ分散 水涵保 4.69 単 ヒノキ 100 55 30 36.4 0.05 ヒ 4.69 0.05 100 皆伐 - 35 - H27 R７ R7 ― 253 ― ―

区域１ 2002 る 水源 ス分散 水涵保 7.95 単 スギ 71 45 25 29.9 0.02 ス 6.44 0.02 100 皆伐 - 35 - H27 R7 R7 ― 401 ― ―
ヒノキ 29 17.4 ヒ 1.07 35

区域３ 2002 わ 水源 ス分散 水涵保 4.75 単 スギ 70 45 25 14.4 0.00 ス 3.15 0.00 100 皆伐 - 35 - H27 R7 R7 ― 361 ― ―
ヒノキ 30 9.8 ヒ 1.10 35

区域１ 2003 ろ 水源 ス分散 水涵保 8.85 単 スギ 70 45 25 38.3 0.03 ス 6.56 0.03 100 皆伐 - 35 - H29 R9 R9 ― 356 ― ―
ヒノキ 30 23.7 ヒ 1.22 35

区域１ 2003 へ1 水源 ス分散 水涵保 0.80 単 スギ 100 45 25 6.9 0.00 ス 0.80 0.00 100 皆伐 - 35 - H18 R3 R3 R10 614 エ R10

区域１ 2003 へ3 水源 ス分散 水涵保 0.35 単 スギ 100 45 25 3.0 0.00 ス 0.35 0.00 100 皆伐 - 35 - H18 R3 R3 R10 614 エ R10

区域１ 2003 と 水源 ス分散 水涵保 1.46 単 スギ 80 45 25 8.3 0.00 ス 1.46 0.00 100 皆伐 - 35 - H29 R9 R9 ― 508 ― ―
ヒノキ 20 3.0 35

区域１ 2003 か1 水源 ヒ分散 水涵保 1.09 単 スギ 19 55 30 1.0 0.00 ス 0.23 0.00 100 皆伐 - 35 - H18 R3 R3 R10 397 エ R10
ヒノキ 81 6.7 ヒ 0.86 35

区域１ 2003 よ1 水源 ス分散 水涵保 19.67 単 スギ 64 45 25 80.1 0.07 ス 8.36 0.05 100 皆伐 - 35 - H29 R9 R9 R10 356 エ R10
ヒノキ 35 63.3 ヒ 6.28 35
他L 1 0.8 35

区域４ 2004 ろ 水源 ス分散 水涵保 7.67 単 スギ 74 45 25 45.1 0.00 ス 6.45 0.00 100 皆伐 - 35 - H28 R8 R8 ― 459 ― ―
ヒノキ 26 22.9 ヒ 0.42 35

区域４ 2004 は 水源 ス分散 水涵保 17.74 単 スギ 73 45 25 115.3 0.00 ス 11.26 0.00 100 皆伐 - 35 - H28 R8 R8 ― 456 ― ―
ヒノキ 27 62.9 ヒ 5.23 35

区域５ 2004 へ 水源 ヒ分散 水涵保 11.14 単 スギ 45 55 30 39.5 0.00 ス 5.84 0.00 100 皆伐 - 35 - H26 R6 R6 ― 458 ― ―
ヒノキ 55 69.7 ヒ 1.60 35

区域６ 2004 と2 水源 ヒ分散 水涵保 18.15 単 スギ 45 55 30 60.4 0.00 ス 8.90 0.00 100 皆伐 - 35 - H26 R8 R6 ― 376 ― ―
ヒノキ 55 109.0 35

区域７ 2004 り1 水源 ス分散 水涵保 13.21 単 スギ 89 45 25 99.5 0.00 ス 6.03 0.00 100 皆伐 - 35 - H26 R6 R6 ― 441 ― ―
ヒノキ 11 18.2 ヒ 0.53 35

区域７ 2004 り2 水源 ス分散 水涵保 7.30 単 スギ 90 45 25 58.7 0.00 ス 6.86 0.00 100 皆伐 - 35 - H26 R6 R6 ― 444 ― ―
ヒノキ 10 9.6 ヒ 0.09 35

区域７ 2004 ぬ 水源 ス分散 水涵保 4.03 単 スギ 76 45 25 28.1 0.00 ス 2.99 0.00 100 皆伐 - 35 - H26 R6 R6 ― 437 ― ―
ヒノキ 24 13.1 ヒ 1.04 35

区域７ 2004 る 水源 ヒ分散 水涵保 12.60 単 スギ 31 55 30 31.5 0.00 ス 5.05 0.00 100 皆伐 - 35 - H26 R9 R6 ― 384 ― ―
ヒノキ 69 103.5 ヒ 4.17 35

区域７ 2004 た 水源 ス分散 水涵保 3.27 単 スギ 80 45 25 21.8 0.00 ス 2.30 0.00 100 皆伐 - 35 - H26 R6 R6 ― 401 ― ―
ヒノキ 20 8.1 ヒ 0.32 35

― 48 A

― 49 A

― 50 B

― 49 C

― 49 A

― 49 A

― 51 B

― 53 A

― 52 A

― 58 C

― 63 C

C

― 50 C

― 46 C

C

― 50

区
画
面
積

― 57 A

― 59 A

― 56 B

― 57 B

― 57 A

区
域
界
の
表
示
方
法

― 50

― 50 C

― 65 C

― 57 B

― 59 C

― 59 C

― 55 A

― 54 A



別紙３　関東１　茨城徳田　樹木採取区森林資源等状況一覧表
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ha ㎥ ha ha ha ％ ％ ha ㎥

区
画
面
積

区
域
界
の
表
示
方
法

区域８ 2025 へ 水源 ス分散 水涵保 26.59 単 スギ 85 45 25 72.0 0.34 ス 19.90 0.25 100 皆伐 - 35 - H20 R3 R3 ― 332 イ ―
ヒノキ 15 20.3 35

区域８ 2025 と 水源 ス分散 水涵保 41.08 単 スギ 60 45 25 210.3 0.27 ス 27.79 0.18 100 皆伐 - 35 - H25 R5 R5 ― 479 ― ―
ヒノキ 40 202.5 ヒ 13.13 35

区域８ 2025 ぬ 水源 ヒ分散 水涵保 0.40 単 ヒノキ 100 55 30 4.9 0.00 ヒ 0.40 0.00 100 皆伐 - 35 - ― R3 R3 ― 473 ― ―

区域８ 2025 る 水源 ス分散 水涵保 1.83 単 スギ 77 45 25 11.2 0.00 ス 1.33 0.00 100 皆伐 - 35 - H25 R5 R5 ― 443 ― ―
ヒノキ 23 4.8 ヒ 0.50 35

区域９ 2026 い 水源 ス分散 水涵保 9.26 単 スギ 100 45 25 43.6 0.11 ス 9.26 0.11 100 皆伐 - 35 - H19 R3 R3 ― 476 ― ―

区域10 2026 へ1 水源 ス分散 水涵保 11.53 単 スギ 59 45 25 36.6 0.11 ス 4.83 0.05 100 皆伐 - 35 - H25 R5 R5 R9 462 エ R9
ヒノキ 41 40.3 ヒ 4.54 35

区域10 2026 と 水源 ス分散 水涵保 5.17 単 スギ 75 45 25 20.4 0.04 ス 4.30 0.04 100 皆伐 - 35 - H20 R3 R3 R9 378 エ R9
ヒノキ 25 9.7 ヒ 0.87 35

区域10 2026 ち 水源 ス分散 水涵保 6.09 単 スギ 79 45 25 32.9 0.02 ス 4.86 0.02 100 皆伐 - 35 - H18 R3 R3 ― 383 ― ―
ヒノキ 21 12.6 ヒ 1.20 35

区域10 2026 る1 水源 ス分散 水涵保 6.55 単 スギ 96 45 25 43.1 0.00 ス 5.74 0.00 100 皆伐 - 35 - H17 R3 R3 ― 423 ― ―
ヒノキ 4 2.6 ヒ 0.16 35

小計 ス 190.25
ヒ 70.90

合計 323.91 261.15 153.23

備考

１： 　「区画面積」は、表示方法A及びBにおいては区域位置図における各区画のGIS等による計測値、表示方法Cにおいては森林調査簿の小班面積である。
２： 　「ha当たり伐採材積」は、林齢、主伐が可能になる伐期齢、現時点の連年生長量、伐採率等から採取時の材積を想定できるよう、参考に記載しているものであり、実際の材積を表すものではない。
３： 　その他表記事項についての凡例は別紙による。
４： 　区域番号及び区画面積以外の情報は、令和３年３月３１日時点の森林調査簿によるほか、それぞれの区画について樹木採取権制度ガイドラインについて（令和２年４月１日付け元林国経第177号林野庁長官通知）、

　地域管理経営計画及び国有林野施業実施計画で示された考え方に基づき示したものである。

― 54 B

― 58 C

― 53 B

― 70 C

― 64 B

― 54 C

― 55 C

― 69 A

― 54 B



別紙

関東１　茨城徳田　樹木採取区森林資源等状況一覧表　凡例

項目 表記 内容

機能類型 水源
　水源涵養タイプ　(良質な水の安定供給を確保する観点から、水源涵養機能の発揮が期待される基礎的な
機能）

ス分散 　スギ分散伐区　（伐区を小面積にし分散化させる森林）

ヒ分散 　ヒノキ分散伐区　（伐区を小面積にし分散化させる森林）

法令制限
（保安林）

水涵保
　水源かん養保安林　（流域保全上重要な地域にある森林の河川への流量調節機能を安定化し、洪水、渇水
の緩和や各種用水を確保したりするために指定された保安林）

林種 単 　育成単層林（同一年に植栽し生育した林分）

保護樹帯の設置 　国が当該箇所で最低限設置する必要があると見込んでいる保護樹帯。

ア 　尾根、渓流沿い等で国有林野の有する公益的機能の維持増進に必要な箇所

イ 　生態系保全上重要な箇所（樹木採取区外を含む。）に隣接する箇所

ウ
　隣接する林分（民有林を含む。）であって設定が見込まれる樹木採取権の存続期間中に主伐が予定されて
いるものとの境界に当たる箇所

エ
　隣接する林分（民有林を含む。）が更新後、新生林分の鬱閉に要する年数を経過していない場合には、当該
林分との境界に当たる箇所

施業群



関東１　茨城徳田　樹木採取区森林資源等状況一覧表　齢級別面積

スギ ヒノキ
区画面積（ha） 区画面積（ha）

1 0.00 0.00
2 0.00 0.00
3 0.00 0.00
4 0.00 0.00
5 0.00 0.00
6 0.00 0.00
7 0.00 0.00
8 0.00 0.00
9 0.00 0.00
10 32.13 19.55
11 78.19 29.73
12 42.56 15.12
13 8.21 6.50
14 29.16 0.00
15 0.00 0.00
16 0.00 0.00
17 0.00 0.00
18 0.00 0.00
19 0.00 0.00
20 0.00 0.00

合計 190.25 70.90

齢級



  

関東１茨城徳田樹木採取区 図面一覧表 

 

図面番号 区分 対象とする区域番号 備考 

図面１ 現況図 区域１  

図面２ 現況図 区域１  

図面３ 現況図 区域１、区域２  

図面４ 現況図 区域１、区域３  

図面５ 現況図 区域１  

図面６ 現況図 区域１  

図面７ 現況図 区域１  

図面８ 現況図 区域４  

図面９ 現況図 区域４  

図面１０ 現況図 区域５、区域６  

図面１１ 現況図 区域７  

図面１２ 現況図 区域７  

図面１３ 現況図 区域８  

図面１４ 現況図 区域８  

図面１５ 現況図 区域９  

図面１６ 現況図 区域１０  

図面１７ 現況図 区域１０  

 

 

 

 



関東１　茨城徳田　樹木採取区現況図

茨城県常陸太田市徳田町字熊穴国有林2002い1林小班

図面番号 図面１

区域１

熊穴国有林

2002い1林小班

表示方法Ａ

い-03

い-04

い-07

へ
る

わ

熊
穴

支
線 林

道

熊

穴

林

道

関東１　茨城徳田　樹木採取区現況図

茨城県常陸太田市徳田町字熊穴国有林2002い1林小班

区域１

2002い1

機能類型 水源涵養

施業群 ス分散

保安林 水源涵養保安林

林種 育成単層林

樹種、混交歩合

スギ68％
ヒノキ31％

その他広葉樹1％

林齢 57

採取方法 皆伐

保護樹帯の設置 ―

近接地の情報 ―

※令和3年3月31日時点の森林調査簿による。



関東１　茨城徳田　樹木採取区現況図

茨城県常陸太田市徳田町字熊穴国有林2002い3林小班ほか

図面番号 図面２

区域１

熊穴国有林

2002い3林小班

表示方法Ａ

区域１

熊穴国有林

2002い4林小班

表示方法Ｂ

区域１

熊穴国有林

2002い7林小班

表示方法Ｂ

区域１

熊穴国有林

2002に林小班

表示方法Ｃ

い-03

い-04

い-01

い-08

熊穴
支
線
林
道

関東１　茨城徳田　樹木採取区現況図

茨城県常陸太田市徳田町字熊穴国有林2002い3林小班ほか

2002い3 2002い4 2002い7 2002に

機能類型 水源涵養 水源涵養 水源涵養 水源涵養

施業群 ス分散 ス分散 ヒ分散 ヒ分散

保安林 水源涵養保安林 水源涵養保安林 水源涵養保安林 水源涵養保安林

林種 育成単層林 育成単層林 育成単層林 育成単層林

樹種、混交歩合
スギ65％
ヒノキ35％

スギ99％
その他広葉樹1％

スギ61％
ヒノキ38％

その他広葉樹1％
ヒノキ100％

林齢 59 56 57 50

採取方法 皆伐 皆伐 皆伐 皆伐

保護樹帯の設置 ― ― ― ―

近接地の情報 ― ― ― ―

※令和3年3月31日時点の森林調査簿による。

区域１



関東１　茨城徳田　樹木採取区現況図

茨城県常陸太田市徳田町字熊穴国有林2002ほ林小班ほか

図面番号 図面３

区域１

熊穴国有林

2002り林小班

表示方法Ｃ

区域１

熊穴国有林

2002ほ林小班

表示方法Ｃ

区域１

熊穴国有林

2002ぬ林小班

表示方法C

い-04

い-08

道
林

線支穴
熊

区域２

熊穴国有林

2002と林小班

表示方法Ｃ

関東１　茨城徳田　樹木採取区現況図

茨城県常陸太田市徳田町字熊穴国有林2002ほ林小班ほか

区域１ 区域２

2002ほ 2002と 2002り 2002ぬ

機能類型 水源涵養 水源涵養 水源涵養 水源涵養

施業群 ヒ分散 ヒ分散 ヒ分散 ヒ分散

保安林 水源涵養保安林 水源涵養保安林 水源涵養保安林 水源涵養保安林

林種 育成単層林 育成単層林 育成単層林 育成単層林

樹種、混交歩合 ヒノキ100％ ヒノキ100％ ヒノキ100％ ヒノキ100％

林齢 46 50 50 50

採取方法 皆伐 皆伐 皆伐 皆伐

保護樹帯の設置 ― ― ― ―

近接地の情報 ― ― ― ―

※令和3年3月31日時点の森林調査簿による。

区域１



関東１　茨城徳田　樹木採取区現況図

茨城県常陸太田市徳田町字熊穴国有林2002い8林小班ほか

図面番号 図面４

区域１

熊穴国有林

2002る林小班

表示方法Ｂ

区域３

熊穴国有林

2002わ林小班

表示方法Ｃ

道

熊

穴

熊

林

穴

林 道

支

線

関東１　茨城徳田　樹木採取区現況図

茨城県常陸太田市徳田町字熊穴国有林2002る林小班ほか

区域１ 区域３

2002る 2002わ

機能類型 水源涵養 水源涵養

施業群 ス分散 ス分散

保安林 水源涵養保安林 水源涵養保安林

林種 育成単層林 育成単層林

樹種、混交歩合
スギ71％
ヒノキ29％

スギ70％
ヒノキ30％

林齢 57 65

採取方法 皆伐 皆伐

保護樹帯の設置 ― ―

近接地の情報 ― ―

※令和3年3月31日時点の森林調査簿による。



関東１　茨城徳田　樹木採取区現況図

茨城県常陸太田市徳田町字熊穴国有林2002い8林小班

図面番号 図面５

い-04

区域１

熊穴国有林

2002い8林小班

表示方法Ａ

熊 穴
支
線
林

道

熊

穴

林

道

茨城県常陸太田市徳田町字熊穴国有林2002い8林小班

関東１　茨城徳田　樹木採取区現況図

区域１

2002い8

機能類型 水源涵養

施業群 ス分散

保安林 水源涵養保安林

林種 育成単層林

樹種、混交歩合
スギ68％
ヒノキ32％

林齢 57

採取方法 皆伐

保護樹帯の設置 ―

近接地の情報 ―

※令和3年3月31日時点の森林調査簿による。



関東１　茨城徳田　樹木採取区現況図

茨城県常陸太田市徳田町字熊穴国有林2003ろ林小班

図面番号 図面６

区域１

熊穴国有林

2003ろ林小班

表示方法Ａ

い-08

る

熊
穴

林

道

関東１　茨城徳田　樹木採取区現況図

茨城県常陸太田市徳田町字熊穴国有林2003ろ林小班

区域１

2003ろ

機能類型 水源涵養

施業群 ス分散

保安林 水源涵養保安林

林種 育成単層林

樹種、混交歩合
スギ70％
ヒノキ30％

林齢 55

採取方法 皆伐

保護樹帯の設置 ―

近接地の情報 ―

※令和3年3月31日時点の森林調査簿による。



関東１　茨城徳田　樹木採取区現況図

茨城県常陸太田市里川町字茂塚国有林2003へ1林小班ほか

図面番号 図面７

区域１

茂塚国有林

2003へ3林小班

表示方法Ｃ

区域１

熊穴国有林

2003と林小班

表示方法Ｃ

区域１

茂塚国有林

2003よ1林小班

表示方法Ａ

区域１

茂塚国有林

2003へ1林小班

表示方法Ｃ

区域１

熊穴国有林

2003か1林小班

表示方法Ｃ

熊
穴

林
道

関東１　茨城徳田　樹木採取区現況図

茨城県常陸太田市里川町字茂塚国有林2003へ1林小班ほか

2003へ1 2003へ3 2003と 2003か1 2003よ1

機能類型 水源涵養 水源涵養 水源涵養 水源涵養 水源涵養

施業群 ス分散 ス分散 ス分散 ヒ分散 ス分散

保安林 水源涵養保安林 水源涵養保安林 水源涵養保安林 水源涵養保安林 水源涵養保安林

林種 育成単層林 育成単層林 育成単層林 育成単層林 育成単層林

樹種、混交歩合 スギ100％ スギ100％
スギ80％
ヒノキ20％

スギ19％
ヒノキ81％

スギ64％
ヒノキ35％
他広葉樹1％

林齢 59 59 58 63 54

採取方法 皆伐 皆伐 皆伐 皆伐 皆伐

保護樹帯の設置 エ エ ― エ エ

近接地の情報 ― ― ― ― ―

※令和3年3月31日時点の森林調査簿による。

区域１



関東１　茨城徳田　樹木採取区現況図

茨城県常陸太田市里川町字三古室国有林2004ろ林小班

図面番号 図面８

区域４

三古室国有林

2004ろ林小班

表示方法Ａ

熊

穴

林

道

岡

見

林

道

関東１　茨城徳田　樹木採取区現況図

茨城県常陸太田市里川町字三古室国有林2004ろ林小班

区域４

2004ろ

機能類型 水源涵養

施業群 ス分散

保安林 水源涵養保安林

林種 育成単層林

樹種、混交歩合
スギ74％
ヒノキ26％

林齢 52

採取方法 皆伐

保護樹帯の設置 ―

近接地の情報 ―

※令和3年3月31日時点の森林調査簿による。



関東１　茨城徳田　樹木採取区現況図

茨城県常陸太田市里川町字三古室国有林2004は林小班

図面番号 図面９

区域４

三古室国有林

2004は林小班

表示方法Ｂ
岡

見
林

道

熊

穴

林
道

関東１　茨城徳田　樹木採取区現況図

茨城県常陸太田市里川町字三古室国有林2004は林小班

区域４

2004は

機能類型 水源涵養

施業群 ス分散

保安林 水源涵養保安林

林種 育成単層林

樹種、混交歩合
スギ73％
ヒノキ27％

林齢 51

採取方法 皆伐

保護樹帯の設置 ―

近接地の情報 ―

※令和3年3月31日時点の森林調査簿による。



関東１　茨城徳田　樹木採取区現況図

茨城県常陸太田市里川町字三古室国有林2004へ林小班ほか

図面番号 図面１０

区域５

三古室国有林

2004へ林小班

表示方法Ａ

区域６

三古室国有林

2004と2林小班

表示方法Ａ

岡
見

林 道

熊
穴 林 道

関東１　茨城徳田　樹木採取区現況図

茨城県常陸太田市里川町字三古室国有林2004へ林小班ほか

区域５ 区域６

2004へ 2004と2

機能類型 水源涵養 水源涵養

施業群 ヒ分散 ヒ分散

保安林 水源涵養保安林 水源涵養保安林

林種 育成単層林 育成単層林

樹種、混交歩合
スギ45％
ヒノキ55％

スギ45％
ヒノキ55％

林齢 53 49

採取方法 皆伐 皆伐

保護樹帯の設置 ― ―

近接地の情報 ― ―

※令和3年3月31日時点の森林調査簿による。



関東１　茨城徳田　樹木採取区現況図

茨城県常陸太田市里川町字三古室国有林2004り1林小班ほか

図面番号 図面１１

区域７

三古室国有林

2004ぬ林小班

表示方法Ｃ

区域７

三古室国有林

2004り1林小班

表示方法Ａ

熊

穴

林

道
三 古 室林道

岡
見

林 道

三
古

室
支線 林 道

関東１　茨城徳田　樹木採取区現況図

茨城県常陸太田市里川町字三古室国有林2004り1林小班ほか

2004り1 2004ぬ

機能類型 水源涵養 水源涵養

施業群 ス分散 ス分散

保安林 水源涵養保安林 水源涵養保安林

林種 育成単層林 育成単層林

樹種、混交歩合
スギ89％
ヒノキ11％

スギ76％
ヒノキ24％

林齢 49 49

採取方法 皆伐 皆伐

保護樹帯の設置 ― ―

近接地の情報 ― ―

※令和3年3月31日時点の森林調査簿による。

区域７



関東１　茨城徳田　樹木採取区現況図

茨城県常陸太田市里川町字三古室国有林2004り2林小班ほか

図面番号 図面１２

区域７

三古室国有林

2004る林小班

表示方法Ａ

区域７

三古室国有林

2004た林小班

表示方法Ａ

区域７

三古室国有林

2004り2林小班

表示方法Ｂ

三 古
室

林
道

岡
見 林道

関東１　茨城徳田　樹木採取区現況図

茨城県常陸太田市里川町字三古室国有林2004り2林小班ほか

2004り2 2004る 2004た

機能類型 水源涵養 水源涵養 水源涵養

施業群 ス分散 ヒ分散 ス分散

保安林 水源涵養保安林 水源涵養保安林 水源涵養保安林

自然公園 県立普通地域 県立普通地域 県立普通地域

林種 育成単層林 育成単層林 育成単層林

樹種、混交歩合
スギ90％
ヒノキ10％

スギ31％
ヒノキ69％

スギ80％
ヒノキ20％

林齢 50 48 49

採取方法 皆伐 皆伐 皆伐

保護樹帯の設置 ― ― ―

近接地の情報 ― ― ―

※令和3年3月31日時点の森林調査簿による。

区域７

※全地域県立自然公園普通地域に指定されている。



関東１　茨城徳田　樹木採取区現況図

茨城県常陸太田市小妻町字上田代国有林2025へ林小班ほか

図面番号 図面１３

区域８

上田代国有林

2025ぬ林小班

表示方法Ｃ

区域８

上田代国有林

2025と林小班

表示方法Ｂ

と

区域８

上田代国有林

2025る林小班

表示方法Ｃ

区域８

上田代国有林

2025へ林小班

表示方法Ａ

生

田
入

林
道

上
君
田
小
妻
線

県
道

関東１　茨城徳田　樹木採取区現況図

茨城県常陸太田市小妻町字上田代国有林2025へ林小班ほか

2025へ 2025と 2025ぬ 2025る

機能類型 水源涵養 水源涵養 水源涵養 水源涵養

施業群 ス分散 ス分散 ヒ分散 ス分散

保安林 水源涵養保安林 水源涵養保安林 水源涵養保安林 水源涵養保安林

自然公園 県立普通地域 県立普通地域 県立普通地域 県立普通地域

林種 育成単層林 育成単層林 育成単層林 育成単層林

樹種、混交歩合
スギ85％
ヒノキ15％

スギ60％
ヒノキ40％

ヒノキ100％
スギ77％
ヒノキ23％

林齢 69 54 54 55

採取方法 皆伐 皆伐 皆伐 皆伐

保護樹帯の設置 イ ― ― ―

近接地の情報 ― ― ― ―

※令和3年3月31日時点の森林調査簿による。

区域８

※全地域県立自然公園普通地域に指定されている。



関東１　茨城徳田　樹木採取区現況図

茨城県常陸太田市小妻町字上田代国有林2025へ林小班ほか

図面番号 図面１４

区域８

上田代国有林

2025と林小班

表示方法Ｂ

区域８

上田代国有林

2025ぬ林小班

表示方法Ｃ

区域８

上田代国有林

2025へ林小班

表示方法Ａ

区域８

上田代国有林

2025と林小班

表示方法Ｂ

と

と

関東１　茨城徳田　樹木採取区現況図

茨城県常陸太田市小妻町字上田代国有林2025へ林小班ほか

2025へ 2025と 2025ぬ

機能類型 水源涵養 水源涵養 水源涵養

施業群 ス分散 ス分散 ヒ分散

保安林 水源涵養保安林 水源涵養保安林 水源涵養保安林

自然公園 県立普通地域 県立普通地域 県立普通地域

林種 育成単層林 育成単層林 育成単層林

樹種、混交歩合
スギ85％
ヒノキ15％

スギ60％
ヒノキ40％

ヒノキ100％

林齢 69 54 54

採取方法 皆伐 皆伐 皆伐

保護樹帯の設置 イ ― ―

近接地の情報 ― ― ―

※令和3年3月31日時点の森林調査簿による。

区域８

※全地域県立自然公園普通地域に指定されている。



関東１　茨城徳田　樹木採取区現況図

茨城県常陸太田市小妻町字上田代国有林2026い林小班

図面番号 図面１５

区域９

上田代国有林

2026い林小班

表示方法Ｃ

茨城県常陸太田市小妻町字上田代国有林2026い林小班

関東１　茨城徳田　樹木採取区現況図

区域９

2026い

機能類型 水源涵養

施業群 ス分散

保安林 水源涵養保安林

自然公園 県立普通地域

林種 育成単層林

樹種、混交歩合 スギ100％

林齢 70

採取方法 皆伐

保護樹帯の設置 ―

近接地の情報 ―

※令和3年3月31日時点の森林調査簿による。

※全地域県立自然公園普通地域に指定されている。



関東１　茨城徳田　樹木採取区現況図

茨城県常陸太田市小妻町字笠石入国有林2026へ1林小班ほか

図面番号 図面１６

区域１０

笠石入国有林

2026と林小班

表示方法Ｃ

区域１０

笠石入国有林

2026ち林小班

表示方法Ｂ

区域１０

笠石入国有林

2026へ1林小班

表示方法Ｂ

生

田

入

林
道

関東１　茨城徳田　樹木採取区現況図

茨城県常陸太田市小妻町字笠石入国有林2026へ1林小班ほか

2026へ1 2026と 2026ち

機能類型 水源涵養 水源涵養 水源涵養

施業群 ス分散 ス分散 ス分散

保安林 水源涵養保安林 水源涵養保安林 水源涵養保安林

自然公園 県立普通地域 県立普通地域 県立普通地域

林種 育成単層林 育成単層林 育成単層林

樹種、混交歩合
スギ59％
ヒノキ41％

スギ75％
ヒノキ25％

スギ79％
ヒノキ21％

林齢 64 58 53

採取方法 皆伐 皆伐 皆伐

保護樹帯の設置 エ エ ―

近接地の情報 ― ― ―

※令和3年3月31日時点の森林調査簿による。

※全地域県立自然公園普通地域に指定されている。

区域１０



関東１　茨城徳田　樹木採取区現況図

茨城県常陸太田市小妻町字笠石入国有林2026へ1林小班ほか

図面番号 図面１７

区域１０

笠石入国有林

2026る1林小班

表示方法Ｂ

生

田

入

林
道

関東１　茨城徳田　樹木採取区現況図

茨城県常陸太田市小妻町字笠石入国有林2026る1林小班

区域１０

2026る1

機能類型 水源涵養

施業群 ス分散

保安林 水源涵養保安林

自然公園 県立普通地域

林種 育成単層林

樹種、混交歩合
スギ96％
ヒノキ4％

林齢 54

採取方法 皆伐

保護樹帯の設置 ―

近接地の情報 ―

※令和3年3月31日時点の森林調査簿による。

※全地域県立自然公園普通地域に指定されている。



 

 

別紙４  

 

関東１茨城徳田 樹木採取区林道等の状況一覧表 

 

番号 区分 路線名 細別 管理者 幅員 特記事項 出典 備考 

１ 国有林

林道 

熊穴林道 自動車道

２級 

茨城森林管

理署長 

３．６ なし 林道台帳  

２ 〃 熊穴支線

林道 

〃 〃 

 

３．６ R3.8 月から約

5 ヶ月改良工

事予定 

2002 い５林小

班内 

〃  

３ 〃 三古室林

道 

〃 〃 ３．６ なし 〃  

４ 〃 岡見林道 〃 〃 ３．６ なし 〃  

５ 〃 生田入林

道 

〃 〃 ３．６ なし 〃  

備考 

１：樹木採取区からの搬出又は運搬に使用される主な路線であり、その情報を網羅してい

るものではない。 

２：令和 3年 1月 29日時点で調査した情報であり、それ以降の状況は反映されていない。 

３：路線の配置については、別添の現況図を参照のこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


